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　　　　　　　　　　　　　　　　　要　　　約

　動物由来感染症の一因となる広東住血線虫の小笠原諸島における分布は、従来父島と母

島のみで知られていたが、兄島でも本種の分布が確認された。

1．はじめに

　広東住血線虫（Angiostrongylus　cantonensis）はドブネズミやクマネズミなどが終宿主と

なり、陸産貝類などの軟体動物が中間宿主になって生活環が成り立つ。ネズミを通して第

1期幼虫が排出され、これが中間宿主に取り込まれて感染型の第3期幼虫に成長する。こ

れがヒトに感染すると、幼虫移行症による好酸球性髄膜脳炎を引き起こす。

　小笠原諸島には1935～37年ころ、アフリカマイマイ（Achatina　falica）と共に本種が持

ち込まれ、父島と母島にその分布が知られている（堀ほか、1973、1974；矢部・松本、

1980；Yabe＆Matsumoto，1982；金沢ほか、1984；鈴木ほか、2004）。小笠原諸島では、

父島と母島以外にも兄島、弟島、東島および平島にアフリカマイマイの記録があるが（日

本林業技術協会、2004）、これらの島では広東住血線虫は確認されていなかった。そこで

兄島において本種の分布を調べてみた。また、アフリカマイマイの分布が知られていない

聾島についても調べてみた。

皿．材料と方法

　兄島では2006年12月と2007年3月に、乾沢（シマイスノキ林）と二俣岬（モクマオウ

林）に、生け捕り罠と弾き罠（パチンコ）を仕掛けてネズミを捕獲した。聾島では2007年

4月に、ハマゴウやスズメノコビエなどの優占する草地と、モモタマナやタマナなどの優

占する照葉樹林から計4カ所の調査地を定め、ここに生け捕り罠を仕掛けた。捕獲された

ネズミの心肺を摘出し、10％ホルマリン液に保存し、後日、実体顕微鏡下で剖検しながら
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広東住血線虫の検出を試みた。

皿．結果と考察

　兄島では2回の調査により合計82個体（オス41、メス41）のクマネズミ（Rattns　rattus）

が捕獲され、これらすべてについて広東住血線虫の検出を試みた。聾島の場合にはクマネ

ズミ62個体（オス33、メス29）について検出を試みた。その結果、兄島で3月に捕獲され

た1個体の肺動脈から、オス、メスそれぞれ複数の広東住血線虫が検出された（図1）。し

たがって、兄島にも本種の分布することがわかった。聾島で捕獲されたネズミからは検出

されなかったが、検査に供した標本数が少なかった可能性もあり、分布していないと断定

することはできない。

写真1　クマネズミの肺動脈から検出された広東住血線虫（左オス、右メス）

　広東住血線虫は陸産貝類が中間宿主であるから、アフリカマイマイの記録のある弟島、

東島および平島にはもちろんのこと、その記録のない島にも分布する可能性がある。アフ

リカマイマイはかつて釣り愛好家によっていろいろな島に持ち込まれたという（安井隆弥

氏、私信）。オカヤドカリが釣りの餌として使われたことがあり、そのオカヤドカリ用に

殻が持ち込まれた。アフリカマイマイは大きな殻を持つので、これを利用するオカヤドカ

リも大きく成長することが期待されたためである。しかしその際、生きたものも混ざって

いたという。なお、陸産貝類の駆除は困難であるが、終宿主であるネズミを根絶すれば、

広東住血線虫の生活環はとぎれるので本寄生虫も根絶されるであろう。
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